



































講座は、 1990年から現在まで、 5 回/ 6 力月問を 1 クールとして開講し
た゜、山。講座でのダイェットはバランス型紙(以下、型紙という)(図 1)を








































































A群、 B群間に「第 1回講座の 1日の平均不足数」「第1回講座の 1日の平
均適量数」「第1回講座の 1日の平均過剰数」の差異が存在するか、また同様
に「第5回講座の 1日の平均不足数」「第5回講座の 1日の平均適量数」「第5
回講座の 1日の平均過牙引数」に差異が存在するか、 unpa辻ed studentt-test に
て検討した。






































































































































































































































































































































































































































第 1回講座および第5 回講座の時点での体重(図4)は、 A群では73.1土
Ⅱ.2kg および68.0士 11.7kg、 B 群では64.3土5.okg および57.9土6.6kg であり、
いずれの群でも6ケ月間で有意な改善力靖忍められた。また、第1回講座および
第5 回講座の時点での体脂肪量(図 5)は、 A群では32.1士8.6kgおよび27.4
土8.7k島 B 群では24.3土2.8kg および19.7士3.5kg であり、いずれの群でも
6ケ月間で有意な改善が認められた。第1回講座および第5回講座の時点での
儕周囲径(図 6)は、 A群では106.2士7.4Cm および100.1士8.2Cm、 B 群では
91,3土4、2Cm および86.0士4.7Cm であり、いずれの群でも 6 ケ月間で有意な
改善が認められた。第1回講座および第5回講座の時点での内臓脂肪断面積




















































































































「第1回講座の 1日の平均過剰数」と、「第5 回講座の 1日の平均不足数」「第
5回講座の1日の平均適量数」「第5回講座の1日の平均過和惨剣を表4に示
した。



























































































































































136 ・特別号(1)メタボリックシンドローム Up to date, S36-S39,2007
4)宮崎滋:肥満症・メタポリックシンドローム. Modern physidar129 (田,フ70-フ74,
2009
5)神W奇桓一:メタポリックシンドロームの性差.加齢との関係.日本医師会剥歸志






























肥満と糖尿病 6 (別冊 6),14-19,
フ-14,2006
19)鴨野理恵,吉沢豊子,中村康香,跡上富美'今村栄吏子:現代の更年期女性におけ
る体型と QOL ・更年期症状の関係.母性衛生52 (2),263-269,20Ⅱ
2の中村正:29内臓}1剤仂と皮下脂肪の差異.キーワードでわかる 1 メタボリツクシンド
ローム,片山茂裕編,株式会社中概医学社(東京), PP130-132.2008
2D Fujioka s, Matsuzawa Y, Tokunaga K, Keno Y, Kobatake T, Tarui s: Treatment of
Visceralfat obesity.1nternationalJournalo{ obesity 15,59-65,1991
-86 -
22) Leenen R, van der Kooy K, Deurenberg p, seideⅡ C J, weststrte A J, schouten M
J F, Hautvast J A G J: visceral fat accumulation in obese subjects: relation to energy
expenditure 飢d response to weightloss. The American physi010gical sodety 263.
913-919,1992
23) ROSS R E丘ects of diet・ and exercise・induced weight loss on visceral adipose tissue
血 men and woman. sports Medicine 24 (]),55-64,1997
24) okura T, Nakata Y, Lee Dj, ohkawara K, Tanaka K E丘ects of aerobic eX田'cise
and obesity phenotype on abdominal fat reduction m response to weight loss
Internationa】〕ournalof obesity 29,1259-1266,2005
25)田中喜代次,大藏倫博:趣動の効果に差がありますか明巴満と糖尿病 1 (1),83-
85,2002
26)中尾愛,尾崎悦子,小西すず,島袋陽,鈴木秋子,梅崎絹恵,鈴木一永:エネルギー
摂取だけでは解決できなし明巴満ーバランス型剤Uこよるダイエットは栄養素摂取から見
ても体重減少に有用であるー.栄養クリニック紀要10,61-75.2008
-87 ー
